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会    議    録 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 環境下水道課 

会議名 

(審議会等名) 
平成２９年度 第３回嬉野市環境審議会 

開催日時 平成２９年１０月２６日(木) １３:３０～１５:００ 

開催場所 嬉野庁舎 ２－３－１会議室 

傍聴の可否 可 ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 ０人  

傍聴不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 
八谷茂樹委員、尾形満智子委員、藤山直子委員 

 

事務局 
環境下水道課長、環境下水道課副課長、環境下水道課主任、

環境下水道課主事、松本氏（中外テクノス） 

その他  

会議の議題 別紙のとおり 

配布資料 

・会議レジュメ 

・第 2 次嬉野市環境基本計画（素案） 

・修正箇所一覧 

審議等の内容 別紙のとおり 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 環境下水道課 

議 題 第 2 次嬉野市環境基本計画について 

内 容 第 2 次嬉野市環境基本計画における重点施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審議経過 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

委員 

委員 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

４章以降の説明、前回審議会での意見に対する対応 

【４章以降について】 

文章の中に「生物多様性」という言葉が何か所も出てくる。わかる 

ようでいてわかりにくい漠然とした言葉だ。もう少し具体的な言葉 

はないか。42ページの表にあるモントリオール・プロセスの基準の 

中に「生物多様性の保全」という文言があるため、使っているのか。 

包括的な言葉で、使い勝手の良い言葉ではあるが、確かにわかりに 

くいかもしれない。注釈を入れるなどの対応をしたい。なお、この 

言葉は国の環境基本計画の中で使われており、そのほか国は「生物 

多様性国家戦略」というものも策定している。 

「生物多様性」という言葉があるということか。 

そうだ。注釈などで詳しく説明した上で使うこととしたい。また、 

別の言葉で言い直せる部分があれば、そのような対応をとりたい。 

42ページの表に「森林生態系の生産力の維持」というものがある。 

先日、山の中に道を造って、山を生き返らせるという話を聞いた。 

山のことは孫や曾孫の代のことまで先を見て計画を立てなければい 

けない。そういった山の中に道を造るということは嬉野市にもある 

のか。 

林道や作業道とは違うのか。 

違う。 

九州オルレ嬉野コースでは山間の道をつないでコースをつくってい 

るが、それ以外の情報はない。 

昔の道は草ぼうぼうになって通れなくなり、人が通っていた道はな 

くなってしまい、車中心の道ばかりになっている。林道などは新し 

くできているが、観光や産業に結びつかない道はできにくいと思う。 

【３章までの部分について】 

6ページの一番下に嬉野市環境基本条例の基本理念が掲載されてい 

るが、この文章は読みにくい。読点を追加して読みやすくした方が 
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よいと思う。 

これは基本条例を原文のまま引用したものだと思うが、読点を追加 

して読みやすくなるようであれば、そのような対応をとりたい。 

9ページの一番下、春日渓谷の写真の説明部分にカツラの名前が出 

てくるが、カツラは一株しかない。イロハモミジなどの名前などに 

変えた方がよいと思う。11ページの右下の写真「太良岳山系のモミ 

林」については、その後ろに括弧書きで「(国見岳)」と加えた方が 

よい。 

13ページの一番下、外来種についての説明文の冒頭に「人間活動に 

伴って」とあるが、これは抽象的でわかりにくい。わかりやすく書 

き換えられないか。 

具体的な言葉に置き換えることを検討する。 

輸入に伴って入ってきたり、人為的に動物などを持ってきたりして 

定着した外来種が多い。そのよなことを踏まえて検討してもらいた 

い。また、15ページの一番下、「嬉野市における希少野生昆虫類」 

の表に誤りがある。合計の日数と科数の部分で、それぞれ「3目」、 

「5科」が正しい。 

ご指摘のとおり修正する。 

16ページに「九州オルレ嬉野コース」のことについて記載があるが、 

今は高齢化で、歩くことから遠のいている方が多い。私の周りでも 

歩けなくなったという方が多く、何かで車に乗って先のコース辺り 

に行ってみたことがある。そうしたところ、大変喜ばれた。歩けな 

くなった方が車で行けるコースがあればよいと思う。 

環境基本計画は環境保全を進めるための計画なので、車の利用を推 

進する内容を掲載するのは難しいと思う。 

22ページの課題の最下行に「嬉野市営浄化槽事業の取り組みを始め 

ました」とあるが、「始めました」ではなく、すでに始めているので 

は。「取り組んでいます」にした方がよいと思う。 

事業が始まって 3年程度で、今後何十年も続く事業であるため、こ 

のような表現にしているが、修正を検討したい。 

30ページの一番下に「地球温暖化による農作物の収量減少・品質低 

下対策をとります」とあるが、これで問題ないか。具体的にどのよ 

うな対策をとるのか情報を持っておいた方がよいと思う。 

環境基本計画における市の取り組みに関しては、環境下水道課以外 

の部署が主管となるものも多い。そのため。この素案について各課 

から意見を聴取することにしたい。 

今回の審議会で出された意見については、計画書の内容に反映させ、 

次回の審議会で修正内容を報告する。また、並行して課内でも内容 

を検討して、修正が必要な部分があれば修正し、次回審議会で確認 
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していただくことにしたい。 

それで問題ない。 

課内、庁内での修正に関して意見がある場合は、次回審議会で議論 

していただくことにしたい。 

地域から人が減っている。それを止めるためのアイディアはないも 

のか。環境基本計画の中に取り入れることができればよいと思う。 

環境保全のための施策によって、人口減少を食い止めることに結び 

つくことが期待される場合、そのことを記載することを検討したい。 

環境審議会では難しい課題であるが、市には地域の活性化などに取 

り組んでいる部局もあり、そのようなところで対策を検討している 

ところだ。 

次回審議会について、11月下旬を予定している。 

本日は、閉会する。 

その他 

 

 


